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 研究要旨                         

予後情報を含めた悉皆性の高いがん登録システムの構築を目指し
て、臓器がん登録、全国がん登録、National Clinical Database 
(NCD)と消化器外科専門医制度との連携の可能性について検討を行
った。結果、消化器がん登録における詳細情報の登録悉皆性の向
上を目指す方略として、消化器外科専門医制度のみならず基盤領
域専門医制度との連携は有力な方向性と思われた。 

  

 

Ａ．研究目的             
予後情報を含めた悉皆性の高い臓器が

ん登録システム構築を目指して、全国が
ん登録との連携のあり方、National Clin
ical Database (NCD)ならびに専門医制度
活用の可能性について検討を行う。 

 
Ｂ．研究方法 

外科系専門医制度との連携により構築
されたNCDの登録情報を用いて、主たる消
化器がん（食道癌、胃癌、肝癌、胆道癌
、膵癌、大腸癌）の手術診療における消
化器外科専門医の関与比率を検討し、詳
細情報の入力悉皆性向上への専門医制度
の寄与度について評価する。 

（倫理面への配慮） 
公開情報を用いて解析する。個人情報

は含まれない。 
 
Ｃ．研究結果             

2011年から2014年までのNCD登録件数は
2,056,325件であった。登録悉皆性は97%
以上で、臓器がん登録のうち手術症例に
ついての悉皆性は十分担保できると考え
られた。一方、消化器外科専門医の手術
への関与は67.5%にとどまり、消化器外科
専門医が術者となった手術は32.7%であっ
た。すなわち、消化器外科専門医取得者
のみならず、消化器外科専門医専攻医な
らびに基盤領域である外科専門医専攻医
が多く手術に関与し、資格取得をインセ
ンティブとしてデータ入力に関与してい
ることが推定された。 

 
Ｄ．考察               

消化器がん登録の悉皆性向上を目指す
方略として、消化器外科専門医制度のみ
ならず基盤領域である外科専門医制度と
の連携は有力な方向性と思われた。 

 

Ｅ．結論               
 予後情報を含めた悉皆性の高いがん

登録システムの構築に、NCDならびに複数
の専門医制度活用は有効な方略である。 
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 （予定を含む。）  
 1. 特許取得 
 なし 
 2. 実用新案登録 
 なし 
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